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規
模
噴
火
で
生
ま
れ
た「
平
成
新
山
」

が
、
為
す
術
も
な
か
っ
た
ち
っ
ぽ
け

な
人
間
た
ち
を
見
下
ろ
す
か
の
よ
う

に
そ
び
え
立
つ
。

　

こ
の
記
念
館
は
、
雲
仙
普
賢
岳
で

起
こ
っ
た
災
害
の
歴
史
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て

い
る
。

「
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
こ

と
ば
が
言
わ
れ
始
め
て
、
し
ば
ら
く

経
つ
。
戦
争
や
災
害
な
ど
、
人
間
に

と
っ
て
の
「
負
」
の
部
分
に
関
す
る

痕
跡
を
観
光
資
源
と
し
て
、
そ
の
展

示
や
宣
伝
な
ど
で
、
災
害
そ
の
も
の

の
事
実
や
意
味
を
記
録
し
伝
承
し
て

い
こ
う
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

　

近
年
、
こ
の
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
集
客
力
は
増
大
し
て
い
る
。
追
手

門
学
院
大
学
井
出
明
准
教
授
の
論
文

「
記
憶
の
承
継
と
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
に
よ
る
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
あ

る
有
名
な
「
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
強
制

収
容
所
」
で
は
、
こ
こ
10
年
で
来
場

者
が
約
３
・
５
倍
に
な
り
、
ま
た

日
本
国
内
で
も
、
現
在
、
世
界
遺
産

登
録
を
目
指
し
て
い
る
ハ
ン
セ
ン
病

し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
。

　

長
崎
市
内
で
の
取
材
の
つ
い
で
に

島
原
へ
行
っ
た
。
つ
い
で
と
は
い
っ

て
も
諫
早
か
ら
は
長
崎
方
面
と
は
逆

方
向
に
あ
た
り
、
興
味
本
位
で
訪
れ

る
に
は
か
な
り
の
時
間
が
取
ら
れ

る
。
海
岸
沿
い
を
走
り
、
島
原
市
内

に
あ
る
雲
仙
岳
災
害
記
念
館
に
着
い

た
。
彼
方
に
は
、
１
９
９
２
年
の
大

　

１
９
９
１
年
（
平
成
３
）、
長
崎

県
島
原
の
雲
仙
普
賢
岳
で
大
規
模
な

火
砕
流
が
発
生
し
、
報
道
陣
を
含
む

52
名
の
被
害
者（
う
ち
43
名
が
死
亡
）

が
出
た
。
こ
の
事
故
は
、
ワ
イ
ド
シ

ョ
ー
や
写
真
週
刊
誌
な
ど
の
シ
ョ
ッ

キ
ン
グ
な
映
像
や
写
真
が
印
象
に
残

る
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
が
元
気
だ
っ
た
頃
の
出
来
事
と

療
養
所
「
長
島
愛
生
園
」（
岡
山
県

瀬
戸
内
市
）
へ
の
来
場
者
が
１
万

２
０
０
０
人
を
超
え
、
こ
こ
３
、

４
年
で
顕
著
な
増
加
傾
向
が
見
ら
れ

る
と
い
う
。

　

わ
た
し
自
身
の
記
憶
を
辿
っ
て

も
、
こ
の
「
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

に
憧
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
90
年
代

の
前
半
に
、
ま
だ
渡
航
の
自
由
が
保

障
さ
れ
て
い
な
い
ド
イ
モ
イ
政
策
前

の
ベ
ト
ナ
ム
や
、
内
戦
の
気
配
の
残

る
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
旅
し
て
回
っ
た
の

は
、（
映
画
で
見
た
）
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
の
痕
跡
を
こ
の
目
で
確
か
め
た
か

っ
た
わ
け
だ
し
、
ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
内
戦
の
負
の
遺
跡
「
キ
リ
ン
グ
・

フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
地
に
自
ら
の
足
で

立
っ
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

好
奇
心
、
使
命
感
、
正
義
を
想
う
セ

ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
。
そ
ん
な
も
の

が
な
い
ま
ぜ
と
な
っ
た
、ま
さ
に「
ダ

ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
だ
。

　

雲
仙
岳
災
害
記
念
館
の
そ
ば
に

は
、「
土
石
流
被
災
家
屋
保
存
公
園
」

が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
火
砕
流
や
土

石
流
に
飲
み
込
ま
れ
た
実
際
の
家

が
、
保
存
用
テ
ン
ト
に
囲
ま
れ
、
そ

の
ま
ま
の
姿
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。

家
の
大
半
は
土
砂
に
埋
ま
っ
て
い
る

が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
生
活
空
間
が

覗
き
、
一
瞬
に
し
て
破
壊
さ
れ
た
当

時
の
生
活
の
様
子
が
生
々
し
く
迫
っ

て
く
る
。

　

雲
仙
岳
災
害
記
念
館
は
、
災
害
を

機
に
こ
の
土
地
の
自
然
や
歴
史
を
学

び
、
改
め
て
自
然
に
対
す
る
畏
怖
の

念
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
「
学
習
」

重
視
の
展
示
だ
。
だ
が
、
こ
の
公
園

に
保
存
さ
れ
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で

も
ダ
イ
レ
ク
ト
な
現
場
の
絵
だ
。
静

寂
、
光
、
空
気
、
匂
い
、
ひ
し
ゃ
げ

た
柱
、
土
埃
だ
ら
け
の
瓦
屋
根
。
圧

倒
的
な
情
報
量
で
、
ふ
ら
り
と
訪
れ

た
旅
人
に
「
歴
史
」
を
訴
え
か
け
て

「
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
」は
戦
争
跡
地
や
被
害
被
災
跡
地
な
ど
、歴
史
が
持
つ
暗
さ
や
悲
し
み
を
対
象
と
し
た
観
光
だ
。

そ
の
場
所
で
起
き
た
出
来
事
を
、ど
の
よ
う
に
訪
問
者
に
訴
え
、未
来
に
残
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
粋
と
野
暮

た
の
し
い
観
光
地
第 
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く
る
。

　

ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
悪
趣

味
の
極
み
と
も
い
え
る
。
人
々
の
死

に
絶
え
た
場
所
、
歴
史
に
お
け
る
負

の
行
為
の
刻
ま
れ
た
大
地
、
人
間
の

悲
し
み
が
澱
の
よ
う
に
漂
う
空
間
。

そ
ん
な
と
こ
ろ
を
「（
た
の
し
い
）

観
光
地
」
と
し
て
解
放
し
て
い
く
の

は
不
謹
慎
だ
と
の
考
え
方
も
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
」

か
ら
東
北
大
震
災
の
爪
痕
に
至
る
ま

で
。
い
く
ら
観
光
が
未
来
の
重
要
産

業
で
あ
っ
て
も
、
観
光
資
源
の
提
供

者
側
も
旅
人
も
、「
そ
れ
は
な
ん
の

た
め
？
」
と
い
う
目
的
を
も
う
一
度

見
つ
め
直
す
こ
と
も
必
要
だ
。

　

現
場
を
可
能
な
限
り
残
す
「
啓
蒙

的
手
厚
さ
」
か
、
あ
る
い
は
看
板
一

枚
で
済
ま
す
「
潔
さ
」
か
。
ダ
ー
ク

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
さ
じ
加
減
は
、
ま
る

で「
粋
」や「
野
暮
」の
よ
う
に
、
そ
の

国
の
文
化
と
し
て
問
わ
れ
る
の
だ
。

雲仙岳災害記念館
島原市内にある雲仙岳災害記念
館。遠くには噴火で生まれた平成
新山が見える。住所でわかるとおり、
その場所自体が噴火によって新しく
生まれた土地である。
住所●長崎県島原市平成町1-1
開館時間●9時～18時、年中無休

1 島原市にある土石流被災家屋保
存公園。災害の教訓を活かすことが
試される企画である。2 市内の各施
設には、災害の生 し々さを伝える絵
が用意される。
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